
 
 

令和６年 新年賀詞交換会 報告（その２） 
 

～ 業界発展の礎は “相互理解”と“切磋琢磨” ～ 
 

担当 総務委員会 ／ 青年部会  

開 催 日 令和６年１月１０日（水） １７時００分 ～ ２０時００分 

会  場 京都市下京区 リーガロイヤルホテル京都 

参 加 者 式典：１４０名  懇親会：１９０名 

概  要 

協会設立５０周年を前に、これから先の業界の目指す姿を参加者全員で再確認する 

場としても活用。会場内では活発な懇談が繰り広げられました。 

開会に先立ち、令和 6年能登半島地震、羽田空港衝突炎上事故を受け、会場で黙祷 

を捧げるとともに、青年部会が、会場入口にて義援金募集活動を実施しました。 

お預かりした義援金は、翌１１日に、日本赤十字社京都府支部にお届けしました。 

（日本赤十字社の受領書が届き次第、当協会青年部会のページでご報告いたします） 

 

  

 

懇親会の詳細：次ページ以降をご覧下さい。 

 



 

懇親会 開会挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

来賓ご挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

懇親会 会場光景 

 

 

 

 

 

 

 



 

新入会員のご紹介・ひと言挨拶 

 

 

 

 

 

 

 

義援金募集活動・結果報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

中締め（閉会前の協会からのメッセージ） 

 

 

 

 

 

 

 

最後に（お知らせ） 

当協会は、令和６（2024）年１２月２６日、協会設立（法人化）５０周年を迎えます。 

 

 

 

 

記念式典・記念事業等の開催を予定しており、理事会を中心に企画してまいります。 

当協会では、これまでと変わらず、京都府民生活の安心・安全への貢献、中小電気設備工事業界の

健全な発展のお手伝いができるよう、会員企業・役員・職員が協力し、必要とされる事業活動に 

取り組んでまいります。今後ともよろしくお願いいたします。 


